
　平成24年度文部科学省「大学間連携共同教育推進事業」に選定された「多職種

協働による在宅がん医療・緩和ケアを担う専門人材育成拠点」の取り組みの最終年

度（平成28年度）年間活動報告書が作成されるに当たりご挨拶申し上げます。長崎国

際大学は「在宅医療・福祉コンソーシアム長崎」の一員として、本事業を推進してまい

りましたが、関係各位の連携と熱心な取組により、素晴らしい成果を挙げることができ

ましたことを、感謝申し上げますとともに嬉しく思います。

　地域社会にとって、高齢化が加速する現状にあっては、医療が果たすべき役割はと

ても大きなものがあります。ことに“がん”は全ての人に何らかの形で関係する疾病で

す。がん治療の困難さもさることながら、患者さんのQOLの改善も大きな課題です。本

事業の眼目であります、在宅がん医療・緩和ケアを担う人材の育成は、まさに地域医

療にとって必要不可欠なものであります。この5年の間、多職種の専門家が協働して専

門人材育成に向けて、講義、演習、実習、フォーラム等、多彩な施策を企画・実施し、多

大な成果に結びついていますし、その実績は文部科学省からも高い評価を得ていま

す。さらに、これらの成果が、地域住民にも共有され、理解されるようになってきたこと

は、地域包括ケアへの理解と人材育成を地域と協働で行うことの重要性を示すことが

できた証だと思います。

　本事業の教育拠点として長崎大学、長崎県立大学とともに長崎国際大学は薬学、

健康栄養学、人間社会学部が参画し、専門の講義等を担当してきました。これまで多

数の学生の参加を得ることができ専門人材の育成に寄与することができたと思います

が、今後も継続的に専門人材が養成されることを楽しみにしています。

　文部科学省の選定事業としては本年度で終了しますが、専門人材育成教育は、今

後もWEB講義やセミナーなどで引き継がれていきます。本事業の実績をさらに充実発

展させることで地域包括ケアへの貢献および教育を受けた多職種の専門人材の活躍

に繋がっていくことを願ってやみません。
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